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                   令和 6年 12月 25日 第 278号 
 

練馬隊友会会報（１２月号） 
 
 
１．会員の動き 
 入 会 ： 髙橋 仁法 様 （陸 第 1普通科連隊［練馬］ 56歳） 
   ようこそ練馬隊友会へ、よろしくお願いいたします。 

 
 寄付者芳名（令和 6年 11月 17日から 12月 15日現在） 
  ・年会費に加えてのご寄付 

植松 義和 様      七千円 
小林 綾 様      二千円  

・終身会員のご寄付  

村田 幹夫 様      三千円 
小栁 毫向 様      三千円 
浅見 憲司 様      三千円 

誠にありがとうございました。 

 
２．活動の報告  
 ◇納会 
１２月２５日、本会の役員会兼ねて平成 6年の納め会を実施しました。 

 
 ◇新年会 
例年、１月下旬に開催していた練馬隊友会新年会は、会場の都合により２月に行 
う予定です。 

 
 ◇観劇会 
 練馬隊友会新春観劇会は、先月ご案内のとおり開催予定です。 
日程： 令和７年２月 1５日（土）開演１２：００ 

 場所： 明治座 
   公演： 吉幾三特別公演 
 
 
３．練馬自衛隊の活動  
 ◇創隊記念行事 
１２月１５日 第１普通科連隊創隊７３周年記念行事、１２月２１日（土）  
第１後方支援連隊創隊３２周年行事が、練馬駐屯地において開催されました。 
それぞれに練馬隊友会から会長が参加しました。 
 
◇第 1師団、東京都実施の国民保護共同訓練に参加 

（東京都ウェブサイト報道発表資料  2024年 12月 13日より抜粋） 
 

「令和 6年度国民保護共同訓練の実施について」 
 

弾道ミサイルに係る情報が伝達された際に、住民等がとるべき対応・行動の普及・啓発を図る
とともに、関係機関の初動対処能力の向上を図るため、国民保護共同訓練を以下のとおり実施
しますのでお知らせします。 

 
1 日時 
令和 7年 2月 4日（火曜日）9時 30分～11時 30分頃 

2 場所 
東京都品川区（都営地下鉄戸越駅、品川区立しながわ中央公園） 

3 訓練想定 
1）住民避難 

X国から弾道ミサイルが発射され、我が国に飛来する可能性があると判明 
2）救出・救助 
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X国から発射された弾道ミサイルが都内上空を通過する際、ミサイルの一部が落下 
し、付着していた化学物質による被害が発生 

4 訓練参加機関 
東京都、品川区、内閣官房、総務省消防庁、警視庁、東京消防庁、陸上自衛隊第一師団 

 
◇第 1師団（第１音楽隊）定期演奏会 

 （12月 12日第１師団 Xより） 
令和７年３月１日（土）、練馬文化センター大ホール 
において「第１音楽隊 第４９回定期演奏会」を開催し 
ます。鑑賞を希望される方は、令和７年１月９日から 
一般公募を開始しますので、「第１師団 HP」から応 
募をお願いします。 

 
 
 
４．会員の広場 

◇「しらせ」南極へ出発 横須賀で出国行事 
（朝雲新聞社ウェブサイト 2024年 11月 28日更新より） 

海自の砕氷艦「しらせ」（艦長・斎藤一城１佐）が 
１１月２０日、文部科学省の第６６次南極地域観測隊 
（隊長・原田尚美東京大教授）の観測事業を支援する 
ため南極へ向け出発した。出国行事が横須賀基地の体 
育館で行われ、「しらせ」乗員約１８０人が出席。齋 
藤海幕長、統幕総務部長の高石太郎空将補をはじめ、 
乗員の家族や来賓ら約５００人が見守った。 

 
 ◇全自衛隊ラグビー 船岡、前人未踏の“２０連覇”達成 

（朝雲新聞社ウェブサイト 2024年 12月 13日更新より） 

日本ラグビーの聖地、東京・港区の秩父宮ラグビー場で「第６４回全自衛隊ラグ 
ビー」の決勝が１２月４日行われ、船岡の「ＷＩＬＤ ＢＯＡＲＳ（ワイルドボ 
アーズ）」が、「習志野自衛隊ＰＡＲＡＴＲＯＯＰＳ 
（パラトループス）」から６５点を奪い、見事大会２０ 
連覇を達成した。 

 
  令和元年から船岡チームで監督を務める安藤貴樹２尉 
は、「監督に就任してから６０得点は初めて」と語っ 
た。 

 写真は、後半２３分にナンバー８（エイト）で今大会 
優秀選手にも選ばれた小野賢蔵３曹のトライの瞬間。 

 

◇防衛省 将官人事 
（防衛省・統幕学校・海幹校各ウェブサイトより） 

 
新・航空総隊司令官  空将  谷嶋 正仁 

            （統合幕僚学校長、埼玉県出身 58歳）       
 
新・情報本部長     海将  江川 宏 

            （海上自衛隊幹部学校長、長崎県出身 56歳） 
 
（12月 20日付） 
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 ◇寄稿「私のゴルフ道（その３８）スイング技術編」 

 
 
５．季節の言葉 「乃東生」、「雪のつく季語」 

佐伯忠史 
「乃東生」は、「なつかれくさしょうず」と読む。 一面の冬枯れの中、地表近くで靭草(乃東)が 
ひっそりと蔓のような茎をのばしている。 花の形が矢を入れる靫(靭)に似るところから名付け
られた靫草(うつぼぐさ)は、夏になると花が枯れて黒くなるため、「なつかれくさ」と呼ばれる。
「夏枯草(かこそう)」、「乃東(だいとう)」とも呼ばれることもある。  夏からいったんその力を
弱めた太陽が、冬至の日を境に少しずつ再生してゆく様とあらゆる草木が枯れ果ててゆくこの
季節に、この花だけが芽を吹き始める姿が、春への希望をもたらすイメージを醸す。 
七十二候中六十四候(12月 22日～26日頃)の言葉。 
 
処でクイズ、次の雪を含む言葉の中で、冬の季語はどれですか？   2つ選んで下さい。 
 
雪吊り、  雪しろ、  雪間(ゆきま)、  雪囲（ゆきがこい） 

 
雪 吊： 雪の重みで樹木の枝が折れない様に支柱を立てて縄を八方に張り出して枝を 
       吊ること。金沢兼六園の雪吊りは、黄金色に輝く雄大な円錐が大空に浮かび冬 

の風物詩として有名。 
雪 囲： 風雪の害を防ぐために、丸太を組み菰や簾、竹などで家屋や庭木を守る外囲い 

の事。 
雪しろ： 寒気がゆるみ、山に積もった雪が、川や海にどっと流れ出たもの。 
雪 間： 積もった雪が、春になってところどころ消えた隙間をいう。 
 

拠って、答えは雪吊と雪囲 あとの 2つは春の季語です 
 

雪吊に 白山颯と かがやけり       青畝 
越後路の 軒つき合わす 雪囲       たかし 
雪しろの 溢るるごとく 去りにけり    欣一 
四五枚の 田の展けたる 雪間かな     素十 
 

隊友の皆さん どうぞ佳いお年をお迎えください。 
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６.健康ニュース 「避難時の過ごし方」 
塩井 與志行 

被災時の自宅避難や避難所では、通常の生活が困難になります。できるだけ衛生環境を整 
え、病気にならない工夫が必要になります。 
 
〇身体の管理 

  熱中症やかぜ、低体温予防のために温度管理を行い、できない場合は衣服や寝具で調整 
しましょう。またトイレが整備されないと水分摂取を控えがちになりますが、脱水や尿 
路感染症、便秘、心疾患、エコノミークラス症候群のリスクが増えるので、適宜水分を 
補給しましょう。 
 
〇食事の管理 
栄養バランスの良い食事をとることが理想ですが、避難時には栄養補助のためのサプリ 
メントを服用し、必要なアミノ酸、ビタミン、ミネラルを補給するのも良い方法です。 
かかりつけの薬局・薬店にご相談ください。 
 
〇心の管理 
不衛生な環境は心身の不調にもつながります。身の回りの清掃、ゴミ捨て、歯磨き、入 
浴など限られた中でもできる限りのことをしましょう。慣れない避難生活では身体だけ 
でなく、心の不調も起こりやすくなります。食事や運動、休憩、睡眠はもちろんのこと、 
周囲の人とコミュニケーションを取り、心の不安やストレスを取り除くことが大切です。 
持病がある人は救護所などで相談しましょう。 
 
〇車での避難生活 

  過去の災害では車の中で避難生活をしていた人がエコノミークラス症候群を引き起こす 
事例がありました。エコノミークラス症候群は車などの狭い空間に長時間座っているこ 
とで足の血行が不良となり、そこでできた血の固まり（血栓）が肺などの血管を詰まら 
せてしまい、胸の痛み・呼吸困難・循環不全などをきたす病気です。予防には、定期的 
に身体（足）を動かすこと、十分に水分を取ることが重要です。 
血栓症は、直近の大きな手術・けが、心疾患、悪性腫瘍、静脈瘤、妊娠・出産、肥満、 
生活習慣病、飲酒などが危険因子になります。胸の痛みや片側の足の痛み・赤くなる・ 
むくみなどの症状が出たら、できるだけ早く避難所や救護所でご相談ください。 
また車の排気ガスには一酸化炭素が含まれています。古い車や排気管（マフラー）に穴 
が開いていると車内に一酸化炭素が逆流し、一酸化炭素中毒を起こす危険性があります。 
一酸化炭素中毒は自覚症状に乏しく、異常を感じたときにはすでに身体が動かないこと 
が多いので、車の密集地帯は避ける、定期的に窓を開ける、エアコンの外気導入を行う 
などの対策をしましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
＜事務局からのお知らせ＞ 
〇転居、入･退会、その他のご連絡・お問い合わせ等の連絡先 
 会長 中里眞朗 電話：090-5519-5262  
         メール：naka_chary0425@yahoo.co.jp  
 または、総務係 宮中千代三郎 電話：080-8826-7831  

 
 
 
次回役員会開催予定 

1月 29日（水）１７:３０～  練馬北町地区区民館 
2月 26日（水）１７:３０～  練馬北町地区区民館 
 

師走  


